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Ｑ３１ パターン認識 
 

Question 

テキスト 38 ページに中段保ち合いの目標値を算出する方法が書いてありますが、その他のパター

ン、例えば三角形型、ペナント型、フラッグ型、ウェッジ型等々の場合は、目標値は算出できるので

すか？ 
 
Answer 

三角形型、ペナント型などで特有の目標値の算出方法というものはありませんが、この後で習う計

算値を利用することで色々なチャート形状でも目標値の算出が可能となります。 
なお、一目均衡表の水準論（93～97 ページ）ではＮ計算値、Ｅ計算値、Ｖ計算値、ＮＴ計算値の

4 つの計算値を習います。 
 
 
Ｑ３２ 転換点保ち合いについて 
 

Question 

三空、三山、首吊り天井とはどのようなものでしょうか、教えてください。 
 
Answer 

空とは、窓とも言われており、上（下）放れた場合に前日の高値（安値）と当日の安値（高値）と

の間にできた空間のことをさします。  
三空とは、この空が三回以上連続で出現することをいいます。短期的には過熱感から調整局面を迎

えることもありますが、中長期的には空間を空けた方向に相場が向かうことも多いです。 
三山とは、“トリプル・トップ”や“ヘッド・アンド・ショルダーズ・トップ”、そのほか“三尊天

井”などとも言われるものです。 
これらのチャート形状に関してはテキストの 39 ページからの“転換点保ち合い”の項目で説明して

おります。ひとことで言えば、三山の出現は相場の天井を示すことが多いということです。 
首吊り天井とは、首吊り線 （テキスト内では下影陰線や下影陽線、俗称：カラカサとして表示）

が出現した後に下落に転じた状態をさします。 
なお、首吊り線とは中長期の上昇後に、なお上放れて寄り付いたものの、買い方の利食い売りなど

で一旦調整するが、または押し目買いで反発することで出現するローソク足です。形状はテキストを

参照してください。  
同線の出現は高値波乱期に突入したサインとなりやすいものの、いったん下げ始めると相場は意外

にもろいものとなります。このことから、首吊り線で天井を形成するケースが多いのです。 
 
 
Ｑ３３ 移動平均線の算出方法 
 

Question 

日数移動平均線の取引日の日数は多々変動しますが、週は週内で、月内は月ごとに平均を集計しチ

ャートにまとめているのですか？ 
 
Answer 

そうです。週足なら週内で集計して、現時点の形状をチャート上に反映させます。 
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Ｑ３４ 移動平均線、短期・長期線の比率について 
 

Question 

（5 日・25 日）（25 日・75 日）（13 週・26 週）（26 週・52 週）といった移動平均線が良く使われ

ているみたいですが、何か決まった比率のようなものが有るのでしょうか？ 
 
Answer 

5 日は 1 週間、25 日は 1 ヶ月で、この両ラインの関係が短期トレンドを判定する際に一般的に使

われます。  
同様に、25 日、75 日は 1 ヶ月と 3 ヶ月といった認識です。  
決まっているわけではなく、それぞれの組み合わせで使われることが多いことから定番化したとい

った方がしっくりくるかと思います。 
 
 
Ｑ３５ グランビルの投資法則 
 

Question 

テキスト 46 ページのグランビルの投資法則ですが、200 日移動平均線での説明と但し書きがあり

ますが、短期線（たとえば 5 日、25 日線）とか週足で用いられる 13 週線とかにもこの法則を当ては

めてもよいでしょうか。 
 
Answer 

グランビルが 200 日移動平均線を重要視していたことであり、基本的には他の移動平均線で当て

はめて判断しても構わないでしょう。  
ただ、比較的に長い期間での移動平均線を利用した場合の方が この法則のサインは確認しやすい

と思います。 
 
 
Ｑ３６ ゴールデン・クロス、デッド・クロス 
 

Question 

テキスト 47 ページのゴールデン・クロス出現における長期移動平均線の方向ですが、どの方向に

おいても強気と考えるのでしょうか。  
また、そのときの株価位置（移動平均の上か下か）との関係はどうでしょうか。同様にデッド・ク

ロスもどうでしょうか。 
 
Answer 

“ゴールデン・クロス”及び、“デッド・クロス”の示現はそれ自体に意味があるため、移動平均線の

方向はどの方向においても強気や弱気と考えます。  
また、株価位置と移動平均線との関係は関係ないとは言い切れませんが、それ程気にしなくても構

いません。 
 
 
Ｑ３７ 移動平均線の日数について 
 

Question 

テキスト 49 ページに「移動平均線の使われ方」というコーヒーブレイクがありますが、一体どの

組み合わせが一番良いのでしょうか？ 




